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2021/11/03 公開 

ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）   ◆終末預言シリーズ（前兆編）◆ 

＃11「終わりの時、6 番目の前兆」 

―世界統一政府の出現を預言するダニエル書― 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。このシリーズでは聖書による終末預言の解説をしています。 

聖書によると、必ずやって来る患難時代の前に、時系列で並べることが出来る 10 個の前兆があります。

今日は、その 6 番目の前兆についてご紹介しましょう。それは、世界統一政府の出現です。 

今世界には 208 の国があると言われています。それぞれの国に 1 つずつ政府がありますね。 

208 の政府によって、それぞれが独立国家として政治を行っているのです。 

 

しかし患難時代の前には、1 つの政府によって全世界がコントロールされる状態になる。そのような時代

を迎えるのだと聖書は語ります。どこに書いてあるんでしょう？ ダニエル書という預言書です。 

これは旧約聖書に登場しますが、別名『旧約の黙示録』と呼ばれることもあるほど、終末預言について詳

しい詳しい情報を提供している箇所なのです。 

 

今から 3000 年ほど前、ユダヤ人の国にダビデという名君が登場しました。 

神はダビデを非常に恵み、彼の信仰に応えて、ダビデの王家を永久に建てると約束なさるんです。 

なので、ユダ王国は王位に就くのはダビデの子孫です。代々ダビデの子孫が王位に就くということで、日

本の天皇家と同じですね。万世一系（ばんせいいっけい）。そんな王だったのです。 

 

しかし、ダビデ自身は名君でしたが、時代と共に、子孫の中から堕落する者がどんどん出て来ました。 

ハッキリ申し上げて、ロクな王様出て来ない。時代と共に変わっていくんですねぇ。 

それで神は、ショック療法としてダビデ王家を一旦脇へ除ける。一旦断つ。 

そして、終わりの時代に、またダビデ王家を再興させます。 

ダビデ王家が絶たれたのは BC586 年。新バビロニア帝国によって国家滅亡。神殿は炎上。 

国民はバビロンに強制移住させられバビロン捕囚。ユダヤの国は地図から全く無くなってしまいました。 

 

これは、聖書から見ると非常に大きなしるしなのです。 

この時から患難時代に至るまでの期間を、聖書は “異邦人の時・異邦人の時代” と呼びます。 

この異邦人の時代において、世界を支配するのは異邦人の帝国です。ユダヤ人の国ではありません。 

“世界をコントロールするのは異邦人の帝国による。この異邦人の帝国は 4 段階を経て、最終局面の終末

時代に突入する” と預言されているんですね。 

 

この 4 つの段階、4 つの帝国による世界支配を預言しているのがダニエル書 7 章。 

1. バビロンの王ベルシャツァルの元年に、ダニエルは寝床で、ある夢と、頭に浮かぶ幻を見た。 

それからその夢を書き記し、事の次第を述べた。 

バビロンの王ベルシャツァルの元年に 7 章を書いた。これは西暦で BC553 年。 

新バビロニア帝国崩壊の 14 年前のことです。 

 

2. ダニエルは言った。「私が夜、幻を見ていると、なんと、天の四方の風が大海（おおうみ）をかき立て

ていた。 

これは幻で、その情景の中から黙示が与えられて行きます。 



2 
 

天の四方の風が大海をかき立てていた。日本人が大海（大きな海）でイメージするのは、まず太平洋でし

ょう。日本海ではないと思います。大きな海といえば太平洋ですよ。 

ヨーロッパの人たちは大西洋かもしれません。古代ユダヤの人々にとっての大海は地中海のことです。 

聖書の中で大海という言葉が出て来た時は、いつでも例外なしに地中海を指します。 

 

この大海をかき立てて 4 つの動物が出て来ますが、それらになぞらえているのが 4 つの帝国なんです。 

つまり、世界を支配する大きな力を持っている 4 つの国はいずれも、地中海覇権を握る国だということ

ですね。4 つの帝国は動物の姿で啓示されています。 

 

3. すると、四頭の大きな獣が海から上がって来た。その四頭はそれぞれ異なっていた。 

4. 第一のものは獅子のようで、鷲の翼をつけていた。 

 

1 つ目の国は獅子のようで、鷲の翼をつけていた。威風堂々。風格がある。獅子（ライオン）は百獣の王。

鷲は猛禽類。鳥の王。1つ目の帝国は、ユダヤ王国を滅ぼした新バビロニア帝国です。 

ここは非常に由緒ある帝国です。聖書に登場する最初の独裁国家・世界国家はニムロデ王国で、その首都

はバベルです。バベルはヘブライ語。ギリシア語ではバビロン。 

新バビロニア帝国はニムロデ王国の首都をそのまま首都にし、バベルの塔を再建させていた帝国だった

のですね。その意味で非常に風格のある、ニムロデ王国を引き継いだという意識を持つ帝国。 

第1 の帝国は新バビロニア帝国です。 

 

5. すると見よ、熊に似た別の第二の獣が現れた。その獣は横向きに寝ていて、その口の牙の間には三本

の肋骨があった。すると、それに『起き上がって、多くの肉を食らえ』との声がかかった。 

 

2 つ目の動物は熊の姿。熊のほうがライオンよりも体格がはるかに大きい。 

バビロンを滅ぼして天下を取った国はペルシアです。 

熊（ペルシア）の口の牙の間には三本の肋骨があった。ペルシアは何によって帝国の基盤を築いたかとい 

うと、3 つの帝国を滅ぼし、骨までしゃぶり尽くすことによって強くなったんです。 

3 つの帝国とはバビロン・リディア・エジプト。この 3 つの帝国/王国を滅ぼし、そこから始まって様々

な国を食って行ったんですね。第2 の帝国はペルシアです。 

 

6. その後、見ていると、なんと、豹のような別の獣が現れた。その背には四つの鳥の翼があり、その獣に

は四つの頭があった。そしてそれに主権が与えられた。 

 

3 番目の獣は豹の姿。敏捷な豹に鳥の翼が付いているので非常にスピーディーです。 

これはアレキサンドロス王の帝国。たった 10 年で、ヨーロッパとオリエントにまたがる大帝国を造り上

げたんですね。歴史学的に厳密に言うと、アレキサンドロスの帝国には名前が無いんです。 

だから、アレキサンドロス帝国というのがまあまあ 1 番妥当だと思いますが、多くの人はギリシアと言

ってますね。厳密にはギリシアというのはどうかと思いますが、まあ（第3 の帝国は）ギリシアですね。 

 

彼はたった 10 年でマケドニアからペルシア、インドのほうにまで行くのですが、遠征に出て 10 年で死

にました。彼が死んだ時 息子はまだ赤ちゃんだったので、帝国は 4 人の部下たちの総取りによって 4 つ

に分割されてしまったのです。 

 

4 つの中で特に強い国 2 つ、2 強が、北のセレウコス朝シリアと 南のプトレマイオス朝エジプトです。 
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プトレマイオス朝エジプトの最後の王様は女性でしたね。クレオパトラ。クレオパトラはエジプトの王

女ですがギリシア人です。プトレマイオスというのは、ギリシア人（マケドニア人）だったアレキサンド

ロスの部下だったからです。 

 

アレキサンドロスの国を継承した特に強力な 最後まで残った 2 つの国を、両方とも平らげた国がローマ

帝国です。では、4 番目の帝国はローマ帝国か？  

実は 4 番目の帝国は発達段階があって、1 つの動物の姿になぞらえてないんです。というか、地上のど

の動物でも表現できない異様な姿をしている獣。 

4 番目の獣はローマ帝国の流れをくむ、時代と共に姿を変えて行く帝国なんですね。 

 

終末時代の直前に現れる第 4 の帝国（国）の姿について、このように書いてあります。 

23. 彼はこう言った。「第四の獣は地に起こる第四の国。･･･国という言葉は単数形です。1 つの国。 

これは、ほかのすべての国と異なり、全土を食い尽くし、･･･全土も単数形。全地球を表す言葉です。 

 

歴史上色んな世界帝国が現れましたが、全地球を支配した帝国は未だかつて1度も登場したことはない。 

 

ローマ帝国の地図です。これを見ると、地中海沿岸に広がって、

アフリカも、オリエントのチグリス・ユーフラテスのほうにまで

広がってるから、すごいなあと思うかもしれません。 

しかし、ここまで止まりです。 

 

ローマ帝国が1 番広がったのは AD117 年トラヤヌス帝の時代。 

1 番大きかった時でも 650 万ｋ㎡しかなかった。 

歴史に登場した帝国の中では 23 番目の大きさです。 

 

ローマ帝国よりも大きな帝国は 22 もありました。大日本帝国はローマ帝国の1.3 倍あったんですよ。 

もっと言うなら、世界に現れた様々な帝国の中で 1 番でかかったのはどこだと思いますか？ 

ロシア帝国でしょうか？ モンゴル帝国でしょうか？ いいえ、大英帝国なんです。 

その大英帝国でも 3370 万ｋ㎡。ローマ帝国の 5 倍以上の大きさがあるのですが、大英帝国といえども

地球陸地の 22％にすぎません。 

 

しかし、ここで出て来る第 4 の獣は全土を支配下に収める。全土の 2 割じゃ足らない。100％です。 

全世界を治める帝国。これはローマ帝国には当てはまりません。将来出て来ます。 

未だかつて登場したことがない世界帝国なんですね。 

 

しかも、第4の国は大変凶暴。 

23.全土を食い尽くし（むさぼり）、これを踏みつけ、かみ砕く（粉々にする）。 

今まで存在していた 208 の国々それぞれの民族の歴史・文化・法律・制度を粉々にして、統一ルールで

世界を治めるという超強力な政府/世界統一政府が登場する。 

これが、患難時代の前に必ず起こる 6 番目の兆候です。 

 

しかし、それぞれの国にはそれぞれの主権があって、そんなこと容易に認めるはずがないのではありま

せんか？ そんなことがどうやって実現するのでしょう？ いったい どうしたらそんなことが起こるん

でしょう？  

次回は、聖書預言から推測できることを通して、世界統一政府の現実性についてご紹介したいと思います。 
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今日も長い動画になりましたが、お付き合いくださってありがとうございました。 

よろしければ、またチャンネル登録をお願いします。 

それではまた、このチャンネルでお目にかかりましょう。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 

 

 


